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憲法のリテラシー
世界の憲法・日本の憲法
信託法　第 2版《現代民法 別巻》

注釈民事訴訟法　第 3巻《有斐閣コンメンタール》
植物新品種等の知的財産法による保護《日本工業所有権法学会年報45》
書斎の窓 5月号《第681号》
法学教室 5月号《第500号》
ジュリスト 5月号《第1571号》
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慶應義塾大学教授・大正大学名誉教授

憲法のリテラシー Ａ５判並製カバー付
270頁

予価2,970円（税込）

問いから始める15のレッスン 978─4─641─22825─2

「法学教室」の好評連載「探検する憲法」が充実して書籍化。高校までの「憲法」学習と大
学の「憲法」学修との間のギャップを，教育学者の素朴な問いかけと，憲法学者による丁寧
な応答（解説）を通じて解きほぐした。憲法教育の視野を広げるインタールードも必見。

　第 １部　総論
第 １章　憲法とは何か／第 ２ 章　なぜ憲法典を制定するのか／第 ３章　どのように憲法
を制定するべきか／第 ４ 章　どのような憲法典を作るのか／第 ５章　どうやって憲法を
変えるのか／インタールード①　憲法をどう教えるのか
　第 ２部　統治
第 ６章　権力分立とは何か／第 ７ 章　どのような執政制度にするのか／第 ８章　どこま
で国民は統治に関わるのか／第 ９ 章　どのように憲法を守るのか／第１0章　いかにして
緊急事態に備えるのか／インタールード②　どのように主権者を育てるのか
　第 ３部　人権
第１１章　なぜ人権を憲法で保障するのか／第１２章　何を人権として保障するのか／第１３
章　憲法は国際人権とどのように向き合うのか／第１４章　いつ人権の制約は正当化され
るのか／第１５章　憲法の保障は憲法の敵にも及ぶのか／インタールード③　人権をどう
教えるのか
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「憲法」の学びが広がっていく （５月下旬発売予定）
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　編
広島大学教授・上智大学教授・名古屋大学教授・岡山大学教授

世界の憲法・日本の憲法 四六判並製カバー付
300頁

予価2,860円（税込）

比較憲法入門 978─4─641─22834─4

社会や憲法に関わるトピックから学びはじめる，比較憲法の入門書。現代国家が抱える課題
に対し，世界の憲法と日本の憲法はどう向き合っているのか，各国の憲法規定・判例・運用
を比較した。初めて比較憲法を学ぶ人，外国の憲法と日本の憲法の特色を知りたい人に。

PART １　比較憲法とグローバル化
　 １　憲法の役割／ ２ 　国際法規範と憲法の関係／ ３ 　「比較憲法」を比較する
PART ２　統治のしくみ
　�４　さまざまな民主主義のかたち／ ５ 　選挙制度／ ６ 　議会制度／ ７　執政をめぐる

比較／ ８　裁判の中の外国法／ ９ 　財政／１0　国と地方の関係／１１　君主制と王室制
度／１２　軍事権限の統制

PART ３　権利の保障
　�１３　国民・市民・外国人／１４　団体と個人／１５　家族／１６　ジェンダーの平等／１７　

プライバシー保護／１８　表現行為の保障と有害表現の規制／１９　宗教と諸個人／２0　
自由国家と社会国家／２１　新しい人権

PART ４　憲法保障
　２２　違憲審査制度／２３　緊急事態制度／２４　「憲法改正」とその条件
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歴史，文化，社会が生んだ，多様なる憲法の世界 （６月上旬発売予定）
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専修大学教授，東京大学名誉教授

信 託 法 第２版
Ａ５判上製カバー付
480頁

予価4,070円（税込）

現代民法 別巻 978─4─641─13887─2

現行信託法の立法過程にもたずさわった，信託法研究の第一人者による体系書。条文の文
言・論理構造に注意しながら解釈を行う。第 ２ 版では，初版以降の法令や判例，学説の動向
を反映するとともに，理論をさらに詰めて厳密な解釈論を展開。信託法の本質に迫る。

第 １章　総　論
第 ２章　信託の設定
第 ３章　信託財産と受託者による取引のメカニズム
第 ４章　受託者の義務と責任
第 ５章　受益者と受益権
第 ６章　委託者
第 ７章　信託の変更・併合・分割
第 ８章　終了・清算・倒産
第 ９章　罰　則
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信託法の本質を究める （６月下旬発売予定）
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　編
中央大学教授・慶應義塾大学教授・京都大学教授・一橋大学教授

注釈民事訴訟法第３巻
Ａ５判上製箱入
824頁

●12,100円（税込）

第一審の訴訟手続⑴　§§133～178 978─4─641─01793─1

学説・判例の到達した理論水準を踏まえ，実務を視野に入れた本格的コンメンタール『注釈
民事訴訟法』全 ５巻中の第 ３ 回配本。本巻は，「第 ２ 編　第一審の訴訟手続」のうち，「第 １
章　訴え」「第 ２章　計画審理」「第 ３ 章　口頭弁論及びその準備」を扱う。

第 ２編　第一審の訴訟手続
　第 １章　訴え（第133条～第147条）
　第 ２章　計画審理（第147条の ２ ・第147条の 3 ）
　第 ３章　口頭弁論及びその準備
　　第 1節　口頭弁論（第148条～第160条）
　　第 ２節　準備書面等（第161条～第163条）
　　第 3節　争点及び証拠の整理手続
　　　第 1款　準備的口頭弁論（第164条～第167条）
　　　第 ２款　弁論準備手続（第168条～第174条）
　　　第 3款　書面による準備手続（第175条～第178条）
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有斐閣コンメンタール （６月上旬発売予定）



ＰＲ誌　　読者と著者を結ぶ… （５月１日発行）

５月号
（第681号）

Ａ５判並製　定価：無料
【巻頭のことば】二一世紀の六大課題と金融法制①デジタル化＝神田秀樹
【鼎談】『大学生活と法学』を刊行して─これからの法学入門は何であるべきか＝大塚智見・
粟谷しのぶ・辰野嘉則

【法律・政治】
〈連載〉憲法と学校⑦大阪髪染め校則訴訟を読む─不登校・別室での教育＝木村草太
〈自著を語る〉続々・老書生交友鈔（『続々・千曲川の岸辺─伊藤眞随想録Ⅲ』）＝伊藤　眞
【経済・経営】
〈連載〉女性の働き方と社会保障②少子化という課題＝永瀬伸子
〈書評〉唐成氏の新著『家計・企業の金融行動から見た中国経済─「高貯蓄率」と「過剰債
務」のメカニズムの解明』＝小畑二郎／『デザイン経営』＝古川一郎
【人文・社会】
〈連載〉これからのジェンダー平等④なぜ「性別カテゴリーの潜在化」は「ジェンダー平等の実
現」を意味しないのか？＝江原由美子

〈自著を語る〉『リーディングス アジアの家族と親密圏』（第 1 巻　家族イデオロギー　第 ２
巻　結婚とケア　第 3巻　セクシュアリティとジェンダー）＝落合恵美子
〈書評〉『日本のフェミニズム─150年の人と思想』＝上野千鶴子
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植物新品種等の知的財産法による保護 Ａ５判並製
240頁

予価3,740円（税込）

日本工業所有権法学会年報　第45号 978─4─641─49983─6

Ⅰ　研究報告
商標権の権利濫用の抗弁の類型化に関する若干の考察�……………………………石井美緒
知的財産権をめぐる国際政治�………………………………………………………西村もも子
Ⅱ　シンポジウム

「植物新品種等の知的財産法による保護─種苗法の改正を契機として」
総　論�……………………………………………………………………………………愛知靖之
育成者権による登録品種の保護範囲�…………………………………………………平嶋竜太
商品の流通と権利消尽�…………………………………………………………………島並　良
米国・EU・ドイツ法における植物品種の保護�……………………………………茶園成樹
UPOV条約について�……………………………………………………………………苗村博子
Ⅲ　質疑応答
Ⅳ　論　説
TRIPS協定の国際的及び国内的な実施� ……………………………………………尾島　明
知的財産法と不法行為法�………………………………………………………………上野達弘
ドイツ特許法における差止請求�…………………………………クリストフ・ラーデマッハ
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日本工業所有権法学会年報 （５月下旬発売予定）



有斐閣法律用語辞典第５版
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四六判上製箱入　1,224頁　●5,720円（税込）　978─4─641─00030─8

◎総収録項目数 約１万4,000。
約600の項目を新たに採録。

◎１項目200字前後の簡潔な解説。
「又は／若しくは」，「直ちに／速やか

に」の違いなど，法律用語独自のルー

ルも明解に。

◎ 旧版（2012年）以降の新法・改正
法に対応。
内容基準日：令和２年１月１日。ただ

し，必要に応じて基準日後に公布され

たものも盛り込んだ。

〈対応した主な新法・法改正〉

行政不服審査法，マイナンバー法，特定秘密保護法，平和安全法制関連法，民

法（債権関係，相続関係等），商法，会社法，刑法，自動車運転死傷処罰法，

刑事訴訟法，少年院法，働き方改革関連法ほか。

法律用語に特化した有斐閣の「国語辞典」 （好評発売中）



自社広告-ポケット六法-令和4年-半段-モノクロ-TEL-ol.ai

自社広告-判例六法-令和4年-半頁-モノクロ-TEL-ol.ai
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特集にあたって……………………小泉直樹
産学連携研究の課題………………𠮷田和彦
企業と国際知財紛争………………田中尚文
第三者意見募集制度─「日本版アミカス・
　ブリーフ」への期待�……………工藤敏隆

知財調停……………………………國分隆文
標準必須特許をめぐる動向�
─誠実交渉義務及びサプライ�
チェーン問題に関する判決の�
調和と裁判管轄争いの激化�……松永章吾

〈連載〉
サステナビリティの杜④
� ……………………CDP�Worldwide-Japan
実践 知財法務⑦「出版」�…………村瀬拓男
新・改正会社法セミナー⑭
　「株式等売渡請求⑵」
　　……藤田友敬・澤口　実・三瓶裕喜・
　　　　田中　亘・長谷川顕史・松井智予

新技術と法の未来③
　「宇宙探査と宇宙資源開発」
　　…小塚荘一郎・青木節子・内田　敦・
　　　中谷和弘・水島　淳

〈時論〉
　「関西スーパー最高裁決定」�……伊藤雄司

特集・知財紛争をめぐる動き

講
　
　
座

憲法事例分析の技法●坂田隆介
行政法教室─トピックで学ぶ●大橋真由美
日本家族法を考える●水野紀子
商法総則・商行為法の現代化に向けて
　●西内康人
流れをつかむ民事訴訟法●笠井正俊
刑法総論の基礎にあるもの●安田拓人

演
　
習

憲法●江原勝行／行政法●鵜澤　剛
民法●池田雅則／商法●松中　学
民訴法●林　昭一／刑法●井上宜裕
刑訴法●中島　宏

特集 �これからの社会で法・法学は 
どのような役割を果たせるのか

　Ⅴ　パネルディスカッション・質疑応答
　　●�曽我部真裕・大澤　彩・深町晋也・�

谷口太規

〈判例セレクトMonthly〉
　憲・行・民・商・民訴・刑・刑訴／計７件

巻頭言●森田宏樹

法学のアントレ●海道俊明

法学を旅する●丸橋昌太郎 ほか〔新連載〕
〈時の問題〉「敵対的買収防衛策をめぐる近時

の裁判例の動向（上）」●久保田安彦
〈判例クローズアップ〉
　「コインハイブ事件（最判令和4・1・20）」
　　●今井猛嘉

〈REPORT〉早慶合同ゼミナール
　●藤澤治奈・白石　大・田髙寛貴

法律書ランキング


